
108 知的資産創造／2016年3月号

GLOBAL
V I E W インド

渡邉  徹

金融・証券分野の
グローバルITビジネスに挑む
NRI FT India

拠点設立までの経緯

NRIフィナンシャルテクノロジ
ーズ・インディア（NRI FT India）
は、インドのコルカタを拠点に、
野村総合研究所（NRI）のインド
におけるオフショア開発、および
NRIが提供するソリューションの
グローバル市場への展開を担って
いる会社です。2012年 7 月 3 日
に、インドのソフトウエア開発会
社Anshin Software Pvt. Ltd.（ア
ンシンソフト）の全株式を取得す
ることを通じて、NRIグループの
13番目の海外現地法人として発
足しました注。

このように書くと、単なるM&A
の一事例のように聞こえますが、
実はNRIとアンシンソフトとの関
係は、20年にも及ぶインドでのオ
フショア開発の歴史が 1 つの形
として結実したものなのです。私
は、インドでのオフショア開発を
開始した頃から携わっているので

少し長くなりますが、その経緯か
ら説明したいと思います。

1　インドでのオフショア開発の
開始
NRIがインドでオフショア開発

を開始したのは、1995年 5 月の
ことです。今でこそインドはIT
大国として有名ですが、当時の日
本では、その技術力はほとんど知
られていませんでした。しかし、
開発コストの削減につながること
から、試行的にシステム開発を依
頼してみたのです。

最初にインドのオフショア開
発で実施したのは、オフコンと呼
ばれるシステムからUNIXにダウ
ンサイジングするプロジェクトで
した。そして、それなりの規模の
システムをわずか 3 カ月でスム
ーズに移行させたインド人の能力
に、私は衝撃を受けました。それ
以降、インドのリソースを活用し
たシステム開発を真剣に考えるよ

うになったのです。
私が当時所属していた部署は、

野村證券の海外拠点向けのシステ
ム開発を担当しており、私自身は
1995年から2000年までロンドンに
駐在して、欧州での野村證券のバ
ックオフィスシステムの開発・導
入などを担当していました。イン
ドオフショア開発では公用語とし
て英語を用いることが基本とされ
るため、私が関係するプロジェク
トで、インド人技術者を活用する
ことになりました。私はロンドン、
フランクフルトなどで、インド人
技術者たちと一緒に、主として資
本市場向けシステムの開発と導入
を行ったのですが、ユーロ導入、
2000年問題への対応などを通じ
て、インド人技術者に対する信頼
感を増していくようになりました。

2　アンシンソフトの設立
こうした一連のプロジェクト

を通じてNRIに親近感を持つよう
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になったインド人のメンバーが、
当時所属していた会社から独立し
て、米国シリコンバレーにアンシ
ンソフトを設立しました。「アン
シン」とは、まさに「安心」を意
味する日本語です。NRIは、その
後の取引を同社と継続することを
約束して、その後押しをしました。
そして、2000年に始まった野村證
券の海外拠点向け業務システム

「XENOS（neXt gEneration No-
mura back Office System）」 の
開発を一緒に行うことになったの
です。

XENOSは、JAVAを使ったSOA
ベースの 3 層コンピューティング
で開発されました。その際、JAVA
の選択をはじめ、すべての技術は
インド人によって提案されまし
た。私自身は、2000年の段階で基
幹システムの開発言語として
JAVAが主流になるかどうかの確
信を持てていなかったのですが、
その後の展開を見ると、あらゆる
新しい開発技術はJAVAの周辺に
集積され、生産性が大きく向上す
ることになりました。インド人技
術者の先見性が、ここで大いに発
揮されました。

欧州を皮切りに、日本を含むア
ジアの拠点へのシステム導入を終
えたわれわれのチームは、野村證
券のニューヨーク拠点への導入に
取りかかることになりました。し
かし、そのような時にサブプライ
ム問題が発生し、プロジェクトは

中断することになりました。
アンシンソフトは、これによっ

て大きな危機に直面しました。
160人にまで膨れ上がった、イン
ドの開発センターが担当していた
業務がなくなってしまったからで
す。私は急遽ニューヨークから呼
び戻され、XENOSを資産運用会
社向けのシステムに修正する業務
を担当しました。そして、このプ
ロジェクトの受託によって、存続
が危ぶまれたアンシンソフトは生
き延びることができたのです。

3　アンシンソフトをNRIグルー
プに
この資産運用会社向けソリュ

ーションをロンドンの企業に導入
するため出張していた時、私は衝
撃的なニュースに遭遇しました。
破綻したリーマンブラザースの欧
州およびアジア拠点を買収した野
村證券は、同時にムンバイにある
リーマンのシステム開発および
BPO拠点の買収も決定したから
です。それはアンシンソフトのリ
ソースが、野村證券にとって不要
になることを意味していました。
NRIの金融・証券分野のグローバ
ルITビジネスは、ここで大きな
転機を迎えたのです。

ただし、リーマンのITリソー
スを傘下に収めた野村證券にとっ
て、XENOSは重要度の低いソリ
ューションとなったため、NRIに
外販を認めるようになりました。

われわれはXENOSをI-SAR/GV、
T-STAR/GV、I-STAR/SCの 3 種
類に新たにブランディングし、
NRIの海外向け製品として販売す
ることにしました。これらはNRI
グローバルビジネスの戦略商品と
なり、NRIはそれらの開発・メン
テナンスにおけるアンシンソフト
の重要性を再認識したため、アン
シンソフトのコルカタにあるイン
ド開発センターを買収してNRI 
FT Indiaを設立したのです。

NRI FT India設立当初の狙い
は、英語で開発ができるリソース
の確保にありました。しかしわれ
われは、アンシンソフトがもっと広
い役割を担えると思っていました
ので、グローバルビジネスのパー
トナーとして、上流工程を担当で
きる人材を育成してきました。

NRI FT Indiaがターゲットと
する顧客は、非日系の金融・証券
会社です。そのためコルカタにマ
ーケティング・営業部門とITコ
ンサルティング部門を、インドの
金融センターであるムンバイには
金融技術やリスクモデルの専門家
を配して金融コンサルティング部
門を設立しました。データセンタ
ーこそ保有しませんが、ITビジ
ネスのすべてのライフサイクルを
担える体制を構築したのです。

NRI FT India
設立後の展開
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って、プロジェクトを始めること
にしました。

NRI FT Indiaにとって、プロ
ジェクト全体を単独で仕切るのは
初めての経験でしたが、モンゴル
プロジェクトを終えたスタッフは
自信をつけることができました。
今はスリランカでも同様のASPサ
ービスの立ち上げに携わっていま
す。同様に資産運用会社向けソリ
ューションなど、モンゴルの証券
市場全体を発展させるために提案
しています。

NRI FT Indiaは、非日系企業
に対するプロジェクト遂行の実績
を積んできており、より大きな売
上が期待できる先進国市場でのサ
ービス展開に軸足を移しつつあり
ます。

NRI FT Indiaの今後の目標

インドの大手IT企業は、世界
市場で大成功を収めています。わ
れわれも膨大な売上を上げる彼ら
を横で見ながら、同じようなビジ
ネスをすべきか迷うことがありま
す。しかし、それはわれわれが目
指す「NRIらしいビジネス」では
ありません。それでは、NRIらし
いビジネスとは何でしょうか。

IT資産の「所有」から「サー
ビス利用」への流れは、着実に進
んでいます。パッケージ活用の流
れも同様です。また、オペレーシ
ョンまでもBPOとして外部に出

として動いていたため、NRI FT 
Indiaの海外での独自活動は制限
されていました。そのような時、
モンゴルでリテール証券会社向け
バックオフィスのASPを立ち上
げる案件が舞い込んできました。
NRIは日本国内で「STAR」と呼
ばれる同種のサービスで高い実績
を上げていますが、この成功モデ
ルを聞いていたインド人が、海外
で同じモデルを展開したいと考え
るのは当然の成り行きです。

インド人営業チームが上げて
きた案件に対する私の当初の回答
は「No」でしたが、営業チーム
は引き下がらず、私をモンゴルの
ウランバートルに連れて行きまし
た。そして 2 日間の滞在で、多く
の証券会社、銀行、取引所、規制
当局の責任者に会うことになりま
した。その中で、ある証券会社の
30歳を超えたばかりのCEOの話
が印象的でした。
「モンゴルはロシア、中国という
個性の強い国に挟まれ、歴史的に
も国の独立を維持するのが難しか
った。この国の独立を維持し、発
展させるためには天然資源の開発
が必須である。そのためには資本
市場を作り上げる必要がある。あ
なた方の経験とソリューションが
この市場に貢献することを期待し
ている」

インド人スタッフのモンゴル
資本市場の立ち上げに対する熱意
を理解した私は、本社の了解を取

従業員数は、NRI FT India発
足時は160人程度でしたが、今で
は400人近くになっています。新
卒を中心に増強していますが、採
用基準もプログラムのロジック構
築力のみの評価から、リーダーシ
ップ、コミュニケーション力も重
視するように変更しました。
MBA取得者やファイナンスを専
攻した学生など、より専門性の高
い人材も迎え入れ、大学での会社
説明会、インターンシップにも力
を入れるようになりました。今年
入社した40人は、700人以上の応
募者から入念に選別した人材です。

現在の拠点の活動状況と体制

NRI FT Indiaはグローバルビ
ジネスに力を入れていますが、現
在でも主な収入源はNRI本社から
の受託開発です。グローバルに展
開する非日系企業からの売り上げ
比率を、30％以上にすることを当
面の目標としています。

インド人の金融およびIT市場
における人脈は強力です。コルカ
タがカバーしている営業先は、イ
ンド全域はもちろん、アジア、中
東、アフリカ、北米、ブラジルと
多方面に渡っています。ここでは、
非日系企業からのビジネスの立ち
上げ活動を少し紹介したいと思い
ます。

NRIグループになった当初は、
基本的にはNRI本社の開発下請け
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NRIが日本国内で成功したASP
モデルであるSTAR、I-STAR、
T-STARをグローバルで再現する
ことなど無理という意見もありま
すが、私はそう思いません。日本
の品質とインドのITを融合させ
たサービスを、インドのコストで
提供できれば、今のインフラを我
慢して使っている顧客に移行して
もらうことは可能だと考えていま
す。証券会社のバックオフィス全
体を移行するには、総合的な能力
が要求されます。われわれはこの
能力とサービスをグローバル市場
で展開していくつもりです。

注

NRIグループの海外現地法人は、2015
年12月末時点で18社

渡邉 徹（わたなべとおる）

NRI FT India社長

処理が終わり、オンラインが上が
り、必要な帳票が出ていた。出て
いなかったことはない。これこそ
がまさしく日本の強み。新幹線は
日本のプライドであり、誇るべき
インフラ。I-STARも同じだ」と
言われて、NRI社員として光栄に
感じました。われわれは高品質の
インフラサービスで勝負していき
たいと考えています。

では、どこの市場をターゲット
にするのでしょうか。やはり米国
市場は外せません。米国市場は、
競争は厳しいものの、実力があれ
ば必ず評価されます。海外企業で
も参入できます。それと、成長著
しいアジア市場です。アジア各国
の市場をサポートしていきたいと
考えています。ただし、これらの
市場に独自に拠点を構築するのは
難しいので、われわれはNRIのサ
ービスを提供するためにパートナ
ー・ネットワークを構築しています。

す動きが加速しています。これら
の大きな流れを捉え、自社の製品
を軸にしたサービスを、社会イン
フラとして展開していくことが
NRIらしいビジネスと考えます。

NRIは、日本では金融・証券・
保険の分野を中心に、こうしたサ
ービスを提供しています。しかし、
グローバルでも可能なのでしょう
か。国内と比べて海外では圧倒的
に存在感の小さいNRIから、サー
ビスを購入する非日系の企業がい
るのでしょうか。

アジア諸国およびオーストラリ
アで、NRIの日本国内でのサービ
スが意外と知られており、驚くこ
とがあります。シンガポールで
I-STARのユーザーであったとい
うオペレーションのマネジャーに
会った時、「日本の強みはインフラ。
私が日本にいた当時、I-STARは
メインフレームで古臭い画面であ
ったが、朝出社したら必ずバッチ


